　　　　　　　　　　　　平成18年度　　通常総会
日　　時；平成１８年５月１９日（金）１５：００～
場　　所；高知商工会館　3階「寿の間」
通常総会；15：00～16：20

基調講演；16：30～17：15

　　　　　　　　　　　　　　平成18年度　通常総会次第
＜通常総会＞１５：００～１６：２０
１．開会
２．会長挨拶　 武藤 会長
３．来賓挨拶　

　　　　　　　高知県副知事　　　中西　穂高　氏

　　　　　　　四国経済産業局　　坂井　照明 環境リサイクル課長
　　　　　　　エコ議連会長(代読) 岡崎　洋一郎 高知市会議員
　　　　　　　

４．議事
　　第１号議案　平成１７年度事業報告　　　　各委員長
　　第２号議案　平成１７年度決算報告及び監査報告　各委員長　城下 監事
　　第３号議案　平成１８年度事業計画（案）　会長、各委員長
　　第４号議案　平成１８年度事業予算（案）　同上
　　第５号議案　規約改正（案）　　　　　　　会長

　　第6号議案  役員の選任　　　　　　　　　同上

    第7号議案  その他

５．閉会
＜基調講演＞１６：３０－１７：１５
　　演題：新生四国テクノブリッジ計画と環境ビジネスの振興
　　講師：四国経済産業局　坂井 照明 環境リサイクル課長
＜懇親会＞１７：３０－１９：００

　　場所：同会館　3階「松竹梅」

　　来賓挨拶：(社)高知県環境問題総合研究会会長 今井 嘉彦 様
    挨拶乾杯：副会長 鈴木 康夫 様

　　　　　　　　平成17年度　事業報告（案）

　　　　　　　　　　（平成17年4月1日～平成18年3月31日）

1. 会員の状況（平成18年3月31日現在） 
総会員数　２８６名のうち　企業関係者　　　１７１名（企業会員９０社）

　　　　　　　　　　　　　教育機関関係者　　　９名

　　　　　　　　　　　　　行政機関関係者　　７５名

　　　　　　　　　　　　　NPO、個人　　　　３１名

2. 通常総会

開催日　平成17年6月14日（火）　会場　高知商工会館

内　容（1）議　　事　

           第1号議案 平成16年度事業報告

           第2号議案 平成16年度決算報告及び監査報告

　　　　　 第3号議案 平成17年度事業計画案の承認

           第4号議案 平成17年度事業予算案の承認

           第5号議案 会長･監事の選任

      （2）基調講演 講師：サイレンパイラーエコ82開発にあたって

　　　　　　　　　　演題：株式会社技研製作所　製造部兼資材部長代理　田内宏明　氏

3. 幹事会

4月より概ね毎月1回の定例幹事会を10開催し､重要事項の審議を行った｡
     (開催月/日：4/12､5/10､6/2､8/2､9/13､10/11､11/8､1/17､2/14､3/14 )

また､臨時幹事会を3/27に開催し､緊急事項の審議を行った｡
  ＊議事録は､逐次､協議会HPにて公開しました｡
4. 全体事業内容概要
（見本市出展等による製品等のPR事業）
　環境に配慮した製品等の市場拡大を図るため、県外への見本市3回の共同出展や協議会既作成のエコカタログを関係者方面に配布するほか、協議会活動・エコ産業大賞受賞企業の紹介及びPR活動を行った。
（研修会等開催事業）
　協議会・各個別委員会組織の自主的な活動に伴う、研修会や講演会などの開催にあたり助成を行い、会員企業・関係者、更に消費者の立場からの学習も行い、環境に対する理解等を深めると共に普及啓発を図った。

＊愛知万博視察研修
　　平成16年度に募集を開始していた視察研修を6月23日～25日まで実施
　　　（参加者14名）
　　帰高後参加者よりレポート提出いただき、主なものをＨＰにて公開しました。
　
（高知エコ産業大賞事業）
　環境に配慮した製品やサービスの実践などを積極的に奨励するため、「第5回高知エコ産業大賞」を選定し、県内企業から広く募集し、優れた製品等の表彰式兼展示会を開催した。
　①対　象
　高知県内に本拠を有する企業や個人事業主（平成15年4月以降に製品化あるいは
実施されたもの）
　②募集期間
　　平成17年11月1日（火）～12月20日（火）
　③審査の体制
　　別添実施要領のとおり
　　優秀作品には、下記のような賞を設け、表彰式兼展示会を行った。
　　　〈名　称〉　　　〈点　数〉　　 　　〈賞〉
高知エコ産業大賞　　　 1点　　　　賞状、記念品、副賞（30万円）
　　　　　　優秀賞　　　 1点　　　　賞状、記念品、副賞（10万円）
　　　　　　技術賞　　　 1点　　　　賞状、記念品、副賞（5万円）
　　　　アイデア賞　　　 1点　　　　賞状、記念品、副賞（5万円）
　　　　　　特別賞　　　 1点　　　　賞状、記念品、副賞（5万円）
　④審査方法
　　<1>申請書類の事前確認
　　<2>応募企業からのプレゼンテーション及び質疑応答（審査会：平成18年1月11日）
　　　　1製品当たり15分のプレゼンテーション、10分の質疑応答（審査対象：11製品）
　　<3>全企業のプレゼンテーション終了後、各委員合議による各賞選考を行った。
　　　　各委員の協議により、環境への配慮、新規性、マーケティング、地域への波及効果等の観点から、大賞、優秀賞、特別賞、技術賞、アイデア賞の順で意見交換・討議を行った。
　　　　全体的に見て、産業振興綿での秀でた点から「大賞」、ついで「優秀賞」を決定し、その他の賞は製品特性に対応し選定した。
　⑤審査の結果
・高知エコ産業大賞・・・・エコ菜園キット「もくもく菜園」
　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲インタクト
・優秀賞・・・・・・・・・有機認証「オーガニック繊維製品」
　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱ハート
　　・技術賞・・・・・・・・・等厚モルタル遮水壁工法
　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱高知丸高
　　・アイデア賞・・・・・・・木製移動式製材機MIS-8000

　　　　　　　　　　　　　　　　　㈱益製作所
　　・特別賞・・・・・・・・・地球にやさしい鋼製型枠専用スリーブ
「メタピタスリーブ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　旭環境スポーツ施設㈱
（見本市出展等による製品等のPR事業）
　　10月19日～21日　びわ湖環境ビジネスメッセ２００５（長浜ドーム）　5社出展
　　12月15日～17日　エコプロダクツ２００５（東京ビックサイト）　 　5社出展
　　 1月20日～21日　四国環境・健康フェア（サンメッセ香川）　　　 　6社出展
5. 個別委員会

　・サロン活動推進委員会
　　　 9月13日　委員会を開催しＭＰ委員会へ流れを委嘱し本日をもって解散の決定
　　　10月11日　幹事会において委員会の解散承認
　・アドバイザー委員会
　　　10月11日　幹事会において委員会の解散承認
　・ブランド化推進委員会
＊全体活動   

   年間5回の会合を開催
   3月27日 臨時幹事会において委員会の解散承認
　   ＊ＬＣＡ推進グループ
　　　  2ヶ月に１回、工技センターにおいて勉強会を実施
　　　  10月14日 上期の活動報告を事務局に報告
　　　  2月24日　第５回高知エコ産業大賞の委員会発表の場において西岡リーダー
                   がプレゼンテーション
　　　  3月27日  臨時幹事会において､当初の目的を達成したとして解散承認
                  旧ISO委員会と共同して管理技術勉強会(仮称)として継続の予定

· エコハウス委員会
      3月14日  幹事会において本委員会の設置を承認
                平成18年度の本格活動に向け､計画の策定に着手

· ゴミ処理問題委員会（仮称）
      特段の実績はありません

· ＨＰ委員会
        年3回､工技センターにおいて検討会を実施
                    電子媒体を受信し､即新規コンテンツとして掲載･更新可能な
                    仕組みを構成した        

        1月17日 幹事会において､HP更新のため各委員会レポート提出を要請
　・エコツアー委員会
　　　  3月14日 幹事会おいて､エココンファレンス(3月26日､大岐の浜)開催承認
        3月26日 エココンファレンス開催(3月26日11：00～16：00､大岐の浜)

                    ･協賛；(社)高知県環境問題総合研究会
                           高知エコデザイン地方議員連盟協議会
                    ･参加；33名
        3月30日 同上の開催報告書を事務局に提出
　・ＭＰ委員会
　　　 9月26日　発足委員会開催（参加者10名）
　　　10月25日　実施要綱、募集要領、申請書の作成にとりかかる委員会の役割分担

　　　　　　　　　決定
　　　　　　　　　第３回エコ産業応援団（第４回高知エコ産業大賞受賞企業訪問）の

　　　　　　　　　実施を決定
　　　11月 4日　第３回エコ産業応援団実施（参加者11名）
　　　　　　　　 訪問先…しまんとうきしまくらぶ、三昭紙業、技研製作所
　　　11月21日　ＭＰ事業の規約作成
　　　12月12日　チラシ（案）作成
　　　 1月12日　実施要綱、募集要領、申請書完成
　　　 1月18日～31日迄　ＭＰ事業募集
　　　 2月 1日　ＭＰ事業審査員及び、内容の決定
　　　 2月 7日　審査会実施し、応援する製品に2製品を選出
　　　　　　　　　・菜園キット「もくもく菜園」　㈱エナジオ
　　　　　　　　　・環境保全型ブロック「環境」　高知県ブロック工業組合
　　　 2月24日　第５回高知エコ産業大賞委員会発表の場において、山中総務委員長
                  がプレゼン
　　　　　　　　　2製品についてもプレゼンを行い、会場入り口にて展示、アンケー 

                  トの回収
       3月13日  高知放送(15:00～) ｢エコエコアラカルト｣で､PR(山中総務委員長)

       3月16日  当事業｢応援製品講習会と展示会｣案内状を送付
       3月20日  同上
       3月26日  ソーレにて(11:00～17:00)､当事業｢応援製品講習会と展示会｣開催
                   ･講演会：｢もくもく菜園について｣
                     ｲﾝﾀｸﾄ；浜口社長､地研；森社長､エナジオ；土居社長
                   ･展示：環境型ブロック｢環境｣
       3月27日  ｢環境｣についてのアンケートを高知県内４９市町村に送付

  ･法人化委員会
       10月11日  幹事会において本会の設置承認｡委員長に寺尾副会長が就任
       11月 5日  メンバー決定：石塚幹事､溝渕幹事､吉村幹事､沖監事
       11月 8日  第1回委員会開催｡副委員長に吉村幹事を選出｡
                  今後の活動･スケジュールを決定
       11月22日  法人化の比較検討を実施｡方向性を次回委員会で決めることとした
       12月 9日  ｢社団法人化｣を1月定例幹事会に提案することを決めた
                  幹事及び顧問に賛否アンケート送付
                   ･結果；返信18名中､13名が賛同
       1月17日  幹事会へ｢社団法人化｣を提案
       2月14日  幹事会へ今後の事務局体制のみ直しにつて提案
       3月14日  幹事会において､下記決定
                   ･H17実施報告書､決算；会長､副会長で行う
                   ･事務引継及び4月からの事務局運営：幹事の中から会長指名
       3月27日  臨時幹事会において､下記決定
                   ･事務局；幹事会の構成企業3社の輪番
                    H18年度：ｴﾅｼﾞｵ土居幹事､ﾆｯﾎﾟﾝ高度紙橋田幹事､ﾃﾗｵ寺尾副会長
                   ･幹事会；幹事の輪番
                    4月：ｴﾅｼﾞｵ土居幹事､(5月総会)､6&7月：寺尾副会長､橋田幹事
・愛知万博視察研修
　　　平成16年度に募集を開始していた視察研修を6月23日～25日まで実施
　　　（参加者14名）
　　　帰高後参加者よりレポート提出いただき、主なものをＨＰにて公開
・高知エコ産業大賞事業委員会
　 8月24日　委員会を設置し、正副委員長の選出及び今後のスケジュール決定
　 9月29日　実施要綱、募集要領、募集のお知らせの作成
　　　　　　　表彰式・発表会の実行の決定
　　　　　　　審査委員（7名）の推薦
　10月18日　申請書の作成
　　　　　　　表彰式及び発表会の打合せ
　11月 1日　 募集開始（12月20日募集締切）
　11月10日　募集チラシ発送（ぢばさんセンターに依頼）
　11月14日　審査会委員に就任依頼
　11月16日　講演会講師（志村史夫）の選出
　　　　　　　開催時間の配分の決定
　　　　　　　懇親会開催の決定
　12月12日　募集チラシ発送（ぢばさんセンターに依頼）
　12月22日　審査委員長から協議会会長宛審査結果報告
　 1月11日　審査会開催　大賞以下５点決定
　 1月12日　審査会の報告
　　　　　　　開催時間・懇親会の詳細決定
　 1月25日　応募者への選考結果の通知
　 1月30日　結果公表
　 2月 6日　 会場のレイアウト・開催チラシ・役割分担の決定
　　　　　　　知事連名の表彰状発行依頼
　 2月14日　表彰式兼発表会の流れ・記念講演、懇親会の打合せ
　 2月15日　表彰状承諾通知
　 2月24日　第5回高知エコ産業大賞表彰式＆受賞製品展示会開催
　　　　　　　　併催：高知県リサイクル製品等認定制度認定証授与式＆展示会
　　　　　　　　10：00～10：30　第5回高知エコ産業大賞表彰式
　　　　　　　　10：30～11：00　高知県リサイクル製品等認定制度認定証授与式
　　　　　　　　11：00～12：00　協議会活動報告（武藤会長）及び委員会発表（西岡ＬＣＡ推進グループリーダー・山中ＭＰ総務委員長）
　　　　　　　　13：00～15：00　受賞企業プレゼンテーション（エコ産大賞受賞企業5社・リサイクル認定3社）
　　　　　　　　15：30～17：00　記念講演（静岡理工科大学教授　志村史夫）
　　　　　　　　 　　　　　　　　演題「生物に学ぶ21世紀の技術」
　　　　　　受賞製品展示会：エコ産業大賞受賞企業5小間及びリサイクル認定1小間
　　　　　　　　　 　　　　会場入り口においてＭＰ事業応援製品2社及び協議会活動パンフ及び各種アンケート回収
　　　　　　　　　　①場　所：高知ぢばさんセンター2階研修室
　　　　　　　　　　②出展者：受賞企業に限定
　　　　　　　　　　③入場者：約150人
　 3月14日　表彰式兼発表会の報告後第５回高知エコ産業大賞委員会の解散
6. 対外広報活動及び会員向け情報提供の推進

（1） HPを通じた協議会活動の広報

（2） 各種展示会等への参加

（3） 電子メール活用による会員向け情報提供

7. その他

　　　
第２号議案

１．収　入
　　　　　　　  平成１７年度収支決算報告書
　　　　　　　　　　　　　（平成１７年４月1日～平成１８年３月３１日）

（単位：円）

科　　　　　　目
予算額
決算額

摘　　　　　　要




ＰＲ
研修
エコ産大賞
運営費


 補助金
10,183,343
8,864,897
6,790,089
1,210,096
864,712
0
高知県

 負担金
0
0
0
0
0
0


 会費
1,600,000
1,680,105
0
0
0
1,680,105


 雑収入
80
65
0
0
0
65
預金利息　他雑収入

 前年度繰越金
851,978
851,978
0
0
0
851,978


合　　　　　　計
12,635,401
11,397,045
6,790,089
1,210,096
864,712
2,532,148




１．支　出

（単位：円）

科　　目
細　　目
予算額
決算額

摘　　　　　　要





ＰＲ
研修
エコ産大賞
運営費


 人件費

4,882,808
4,886,751
4,311,551
0
0
575,200
事務局職員1名、
臨時補助1名

 報償費

1,242,000
1,122,714
0
480,998
622,000
19,716
エコ産業大賞、
講師謝金

 旅費

920,560
576,896
391,934
158,260
13,552
13,150
県外共同出展、メッセ業務

　事務庁費

4,737,975
3,961,784
2,086,604
570,838
229,160
1,075,182



 消耗品費
734,950
707,965
197,261
284,067
189,840
36,797
表彰式記念品、リーフレット
コピー用紙、プリンタインク他


 印刷製本費
12,000
0
0
0
0
0



通信運搬費
408,175
266,243
144,798
72,635
5,550
43,260
電話、郵便、宅配、
振込手数料


 委託料
392,700
422,700
0
0
0
422,700
ＨＰ、メーリングリスト他


 使用料及び
 貸借料
1,717,150
1,092,876
275,545
214,136
33,770
569,425
会場代、事務所借上代、
リース料


 負担金
1,473,000
1,472,000
1,469,000
0
0
3,000
共同出展負担金、社保協


備品費
0
0
0
0
0
0


 予備費

852,058
0
0
0
0
0


計

12,635,401
10,548,145
6,790,089
1,210,096
864,712
1,683,248


 次期繰越金

0
848,900
0
0
0
848,900


合　　計

12,635,401
11,397,045
6,790,089
1,210,096
864,712
2,532,148


監　査　報　告　書

　　高知エコデザイン協議会の平成17年度（平成17年4月1日～平成18年度3月31日）

　　の会計について、関係帳簿、書類の監査を実施したところ、いずれも適正、かつ正確

　　に処理されていることを認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　平成18年5月16日

　　　　　　　　　　　　監　事　　　　沖　　定久　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　監　事　　　　城下　照夫　　　　　　　　印　　　

　　　平成18年度　　事業計画（案）

　　　　　　　　（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

1． 活動方針

           高知エコデザイン協議会　会長　武藤 信義
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2000

年

9

月

18

日創設

県の多額な財政支援を得てエコメッセ主催、

エコ産業大賞授与、環境に関する勉強会、

啓蒙活動を展開

2005

年

7

月

2006

年度より県財政支援全面打ち切りの意向を

受けて、自主自立的運営組織への模索

→ 事業性を重視した団体へ

2006

年

4

月

① 自主財源による ② よりボランタリーな

③ 環境をキーワードとした具体的産業振興と環境改善活動を通し

④ 企業会員各位が参加の意義・実益を確認でき

⑤ 個人会員各位共々、環境について学び、改善に寄与している

ことが実感できる諸活動の組成を目指す

自主財源の確保

ゴミに関する委員会

事務局体制の改編

エコツアー事業検討委員会

法人化委員会

管理技術勉強会

エコハウス（木材産業活性化）委員会

マーケッティング委員会

蛍（環境センサー）サミット準備会

クールビズ普及委員会

ホームページ委員会

エネルギィー効率化委員会

高知新聞自然百景

/

町並み点描を訪れる会

（目的）

本会は、高知県の産業界、

学界、行政、県民が協力・

連携し、高知県においてエコデザイ

ン、（製品やサービスの提供、生産

プロセスの設計、

街づくりなどにおいて、環境的配慮

を取り入れること）の取組を推進する

ことにより、

産業の活性化や県民生活の向上な

ど高知県の活性化に寄与し持続可

能な社会経済システムの構築を念

頭においた一人ひとりの生活、企業

や地域のあり方の変革を実現するこ

とを目的とする。

１．

組織基盤整備活動

３．

環境負荷低減・

環境改善活動

２．

エコ事業検討活動

４．

一般市民と一緒に

環境体験する活動


２．具体的事業

（1） 定例の会合

1 総　会　　（年1回）

2 幹事会　　（毎月1回）：重要事項の審議を行う

3 個別委員会（随時）

（2） セミナー、シンポジウム、展示会の開催等

1 セミナー　平成18年5月19日（本総会終了後）

　　　　　　　　　演題：新生四国テクノブリッジ計画と環境ビジネスの振興
　　　　　　　　　講師：四国経済産業局　坂井 照明 環境リサイクル課長
②その他  適宜､幹事会で検討のうえ実施

　　　(3）個別委員会活動

①「エコハウス(木材産業活性化)委員会」活動計画
エコハウス委員会委員長　上田道秋

1.主旨

　高知エコデザイン協議会各位の協力の下、県下の森林資源の有効活用及び木材産業活性化を目的とし、良質な住宅を広く社会に提供する仕組みの構築を行う。

2.活動範囲

高知エコデザイン協議会内に ｢ ｴｺﾊｳｽ(木材産業活性化)委員会｣を設置し活動を行う。

3.「エコハウス(木材産業活性化)委員会」活動計画

高知、四国の資源及び国産素材、エコ関連素材、などの広い地域連携を図り、社会消

費者ニーズに対応する住宅の商品化を行う。

プロジェクト名「木材産業活性化プロジェクト・エコハウス商品化計画」

1）調査計画

　トレンド調査、価格調査、ニーズ、ブランド動向などの事前調査など

2）企画、計画

　エリア設定、ターゲット設定、価格設定など

3）商品化計画
　仕様、スペック、住宅商品パッケージ化、商品体系の計画など

4）事業化企画

　ブランド設定、デザインシステム、設計体制の構築など

　販売システム、監理、人材育成システムなど事業化に向けた企画など

4活動スケジュール

1） 短期スケジュール　平成17年度〜18年度前期（予定）

2） 達成目標：住宅基本モデルの商品住宅パッケージ化

実施形態：部会形式で検討を行い商品仕様書作成を行う。

成果目標：仮称「エコハウス」の商品化計画書の作成を行う。

3） 長期スケジュール　18年度後期〜（予定）

「事業化=商品販売」を目標に、調査、企画、計画を行う。

2 HP(ホームページ)委員会

　ホームページ委員会　委員長　仲村　讓
1．役員名：
　　委員長　：仲村　讓
　　検討委員：高村禎二、松崎武彦、上田道秋、岡田充弘、
　　検討委員：その他県担当者など
２．活動方針（目的）：
　　高知エコデザイン協議会の活動状況について、迅速なウエブサイト
　　の構築、更新により、会員及び外部に最新情報を提供・共有する。
　　また、Ｗｅｂサイト広報により、活動の活性化と記録保存をはかる。
３．現在の状況：
　　平成１７年９月から１１月、定期的な検討会が毎月実施されたが、
　　その後は行われていない。
　　各委員会に、再構築ページ作成のため基礎情報提供を２度依頼した。
　　しかし、各委員会の未整備状態により情報提供がなく、既存デザイン
　　のまま、現在もＨＰ更新は継続されており、更なる検討が必要である。
４．「ホームページ委員会」活動計画
　　１）新デザインへの移行
　　　　活動内容の移行に伴った新委員会連携Ｗｅｂサイトに再構築
　　２）ブログ活用
　　　　ブログ方式ページ利用とメーリングリストの再構築をはかる
　　３）企業情報、会員情報の企画
　　　　参加企業会員や一般会員にメリットとなる情報提供を促進する
　　４）委員会開催について
　　　　オフライン委員会を、年間２回開催する
　　　　また、必要に応じてインターネット利用によるＨＰ検討を行なう
　　５）その他
　　　　可能な範囲で、蛍情報ページ、地図ページなど会員の希望により
　　　　新ページ構築に協力する
５．その他
　　「エコデザインホームページ」作成に協力できる方を募集しています。
3 エコツアー委員会
エコツアー委員会委員長　岡田充弘
１．グリーン・ツーリズムとは何か？　　高知独自のブルーツーリズム！
普通の観光旅行とは違うツーリズム。田舎に行って、土地の生活に溶け込んで滞在するのがグリーン・ツーム。
農村にしかない宿もあるし、自然に親しんだり、スポーツを楽しんだり、その土地ならではの味覚を味わったりと、　グリーン・ツーリズムには色々な楽しみがあります。
訪れた土地の人たちと心の触れ合いの機会が多いことも、グリーン・ツーリズムの大きな魅力の一つです。
ともかく農村を舞台にしているのがグリーン・ツーリズムなのですが、農家が行うツーリズム（民宿、レストランなど）に対して「グリーン・ツーリズム」という言葉を使っている国もあります。日本では、10年ほど前から農林水産省が「グリーン・ツーリズム」という言葉を使って積極的に振興しているので、はっきりとした「グリーン・ツーリズム」の定義が定められています。
２．「緑豊かな農山漁村地域において、自然、文化、人々との交流を楽しむ、滞在型の余暇活動」というもの。
実際の活動をみると、農作業を体験できる民宿、農家レストラン、自治体が行うツーリズム事業など、従来になかった形のツーリズムとしてグリーン・ツーリズムが発展してきているという風に受け取れます。最近では、都市と農村の住民の交流を深める活動にまで発展しています。
日本のグリーン・ツーリズムの母体となっているのは、フランスで言われるところの「アグリ・ツーリズム（農家のツーリズム活動）」。それにプラスαが加わっている、といえるでしょう。有名な海水浴場、スキー場、レジャーランド、湯治場などのリゾート開発は、一般的にはグリーン・ツーリズムの範疇には入りません。特に、大量にツーリストを呼び込み、自然環境や景観を無視した大規模ツーリズム開発は「インダストリー・ツーリズム」として、たとえ農村を舞台にしたツーリズムでも「グリーン・ツーリズム」ではないとされています。
　地元の人たちが自分の生活を守る、あるいは地域が好ましい形で発展できると判断して開発していること、そしてツーリズム事業による収益が地元に落ちることが、グリーン・ツーリズムの大前提なのです。

そこに高知の開放的な県民性と太平洋に面した、黒潮の良さを活かした、新しい形のブルーツーリズムのビジョンを！

３．グリーン・ツーリズムは普通の「ツーリズム」とは違う　高知独自のブルーツーリズムを

1. 地元の人たちが自然,文化、伝統、食を再確認して自分たちが楽しみながら創る手作りのツーリズム 

2. 農村で休暇を過ごす人たちが、地方色を強く感じることができるツーリズム 
3. 利益を追求した商売活動という要素が少ないツーリズム

４．地元の人たちによる、手作りのツーリズム

　高知には、都会とは全く違った景観や伝統が残っています。それを郷土資産として守ることも、グリーン・ツーリズムの大きな目的だと思います。いくら活性化が必要な農村でも、大量のツーリストを呼び込むような活動は長続きしないと思います。
　ですからグリーン・ツーリズムでは、個人や自治体の小さな活動が中心になってそこから色々な方とリンクしながら作り上げていくものだと思います。活動している人のネットワーク化。だからこそ、グリーン・ツーリズムには「手作り活動」とも言えるような、真心がこもった暖かさがあるのだと思います。

フランス在住の大島順子さんのグリーツリーズム文を引用
4 MP委員会

MP委員会 委員長  西川　富恵

１．MP委員会１回／月（毎月1回）

　　1) 認定商品の販路拡大支援手法、ｲﾍﾞﾝﾄ開催の協議

2) 認定企業訪問

3) 審査会の準備・運営

２．MP審査会2回/年（7,2月）

　　1) 年間2回の審査会で4製品程度の認定を行う作業

　　2) 審査委員はエコデザイン協議会会員及び一般市民で構成（MP委員会）

３．市場調査、モニター調査

　　1) 認定した企業の製品の問題点を洗い出すための調査を行う。（認定商品すべてを同じ場所で行う）

　　2) 市場調査を街頭で行う２～5回/年（イオン、中央公園、ひろめ市場、

ソーレ等）

４．販売支援活動

　　1) 広告資料のアドバイス

　　2) エコデザイン協議会HPの活用

　　3) 販路協力先の紹介等

　　4) 環境企業訪問

5 法人化検討委員会

法人化検討委員会　委員長　寺尾礼二

1.（目的）

　高知エコデザイン協議会の社団法人化へ向けて、（社）高知県環境問題総合研究会と連携して相互の組織活動の特徴を活かし、産官学民の連携と老壮青の相互連携を図り、「環境立県　高知」の実現化可能となる様に、高知エコ協議会を会員相互の協力を頂き安定的・発展的組織になる様活動を推進して行く。

2.（所属）高知エコデザイン協議会内に「法人化検討委員会」を設置し活動を行う。

3.（「法人化検討委員会」活動計画）

1) 平成18年月3末高知エコ協へ高知県補助金終了を受け、高知エコ協新事務局体制の確立へ支援。

2) 「法人化検討委員会」と新体制事務局と各委員会との連携を図り、法人化へ積極的に推進する。

3) 当エコ協と（社）高知県環境問題総合研究会の事業・委員会の精査連携を検討

4.（活動スケジュール）

平成18年5月　　　　　新体制事務局　

　　　　　　　  5月19日(火)　 高知エコ協議会総会＜経過報告＞

　　　　　　　　5月25日(木)　 （社）高知県環境問題総合研究会総会＜経過報告＞

18年度　下期へ向けて、高知エコ協・（社）高知県環境問題総合研究会双方からすり合わせ検討会を設ける。

18年度下期　すり合わせ検討会の結果により、法人化若しくは次年度法人化へ推進する。

6 エコ管理技術研究会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコ管理技術研究会　発起人 橋田義輝､西岡克展

1.委員会正式名称：エコ管理技術研究会

2.委員会略称：(短縮表示等に使用)：EMM研究会

3.役員名：
   委員長：未定
   委員：橋田義輝､西岡克展

4.活動方針(目的)

  環境経営を具体的に実践するため､環境に関連した管理技術を研鑽すると共に成果を会員等へ普及し環境経営のﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟに資する｡

5.現在の状況
  平成18年度からの新規取組みであり､当面の課題は､活動に参画して頂けるメンバーの募集と委員長(研究会会長)の選出です｡

6. ｢エコ管理技術研究会｣活動計画
    (1)研究会(勉強会)の開催：月1回､メンバーの事業所等で持ち回り開催
    (2)テーマ：上期はマテリアルフローコスト会計(MFCA)の手法､下期は

メンバーの合意のうえ適宜選択
· CO2排出量算定､環境側面評価手法､その他 ISO14001各項番の問題点等

· また､実務的な諸課題につても自由に情報交換する
    (3)活動結果は､定期的に事務局を通じて幹事会へ報告する
    (4)活動成果は､適宜､メール等により会員へ公開する

　　　　　　　　　平成18年度収支予算案

　　　　　　　　　　　（平成18年4月1日～平成19年3月31日）
１．財源見積（計画）

　　前年度繰越（実績値）　　　　　　　　　　　　　８４８，９００

　　当年度会費収入（２万円×１００社）　　　　２，０００，０００

　　事業収益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　補助金収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　受託業務収入その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　

当年度財源見積　　　　　　　　　　　　　　２，８４８，９００

２．支出見積（計画）

　　事務局雇員（\８００×３HR×４×５２W）     4 ９９，2 ００
　　事務局賃借料（\２０，０００×１２M）　　　　２４０，０００

　　事務局事務費（\１５，０００×１２M）　　　　１８０，０００

　　総会関連経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０，０００

経理事務委託費　　　　　　　　　　　　　　　　２１０，０００

　　ホームページ委託費（ホームページ委員会）　　　３８４，３００

　　マーケッティング委員会　　　　　　　　　　　　１７２，０００

　　エコツアー委員会　　　　　　　　　　　　　　　１２０，０００

　　エコハウス（木材産業活性化）委員会　　　　　　２００，０００

　　法人化検討委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　エコ管理技術研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　エネルギィー効率化検討委員会　　　　　　　　　　　　　　　０

　　ごみ問題検討委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　高知エコ産業大賞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０

　　エコメッセ出展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０


               小計                             2，0 5 5 ，5００

予備財源　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7 9 3 ，4００

　　　　合計　　　　　　　　　　　　　　　　　２，８４８，９００


　　　　　　　高知エコデザイン協議会規約改正案
（名称）
第１条　この会は、高知エコデザイン協議会（以下「本会」という。）と称する。
（目的）
第2条 本会は、高知県の産業界、学界、行政、県民が協力・連携し、高知県において、エコデザイン
　（製品やサービスの提供、生産プロセスの設計、街づくりなどにおいて、環境的配慮を取り入れること）
　　の取組を推進することにより、産業の活性化や県民生活の向上など高知県の活性化に寄与し持続可能
　　な社会経済システムの構築を念頭においた一人ひとりの生活、企業や地域のあり方の変革を実現する
　　ことを目的とする。
（事業内容）
第３条　本会は、次の各号に掲げる事業を行う。
　（１）高知県におけるエコデザインの普及・啓発に関すること。
　（２）高知県におけるエコデザインの取組の発信に関すること。
　（３）高知県におけるエコデザインの調査・研究に関すること。
　（４）高知県におけるエコデザインの情報交換に関すること。
　（５）その他高知県におけるエコデザインの推進に関すること。
（会 員）
第4条 本会は、本会の目的に賛同し、事業に参加する企業、行政機関、団体、グループ、個人を会員と
　　する。
（役 員）
第５条　本会に次の役員を置く。
　（１）会長　１名
　（２）副会長　２～３名
　（３）幹事　１０名以上２５名以内
　（４）監事　２名
　　２　会長は、総会で会員の互選により選任する。
　　３　副会長、幹事は、会長が指名する。
　　４　監事は、総会で会員の互選により選任する。
　　５　役員の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。
（役員の職務）
第６条　会長は、本会を代表し、会務を総括する。
　　２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。
　　３　幹事は、会長、副会長とともに、幹事会を構成する。
　　４　監事は、本会会計を監査する。
（名誉会長、名誉顧問、顧問）
第７条　本会に名誉会長、名誉顧問、顧問を置くことができる。
　　２　名誉会長、名誉顧問、顧問は、会長が委嘱する。
　　３　名誉会長、名誉顧問、顧問は、重要な会務の諮問に応ずる。
　　４　名誉会長、名誉顧問、顧問の任期は、第５条第５項の規定を準用する。
（総 会）
第８条　本会の総会は、会長が必要に応じ召集し、会長が議長を務める。
　　２　会長は、必要に応じて、会員以外の者を総会に出席させることができる。
　　３　総会の議決は、出席会員の過半数をもって決する。賛否同数のときは、議長がこれを決する。
　　４　総会は、次の事項を審議する。
　（１）事業計画及び収支予算
　（２）事業報告及び収支決算
　（３）規約の改正
　（４）会長及び監事の選任
　（５）その他会長が必要と認めた事項
（委員会）
第９条　会の下に、個別委員会及び運営委員会を置くことができる。
　　２　個別委員会は、個別実施事業の推進について検討する。
　　３　個別委員会は、会員で構成する。
    ４  運営委員会は、各個別委員会との連携、調整を図るため、随時開催する。
（幹事会）
第10条 本会の運営に重要と認められる事項を協議するため、幹事会を置く。
　　２　幹事会は、会長、副会長、幹事及び個別委員会委員長で構成する。
　　３　幹事会は、必要に応じて会長が召集し、これを主宰する。
　　４　幹事会の事務運営は、会長が指名した幹事の輪番とする。
　　５　会長は、必要に応じて、会員以外の者を幹事会に出席させることができる。
（会長の専決処分）
第11条 会長は、総会を召集するいとまがないと認めるときは、その議決すべき事項について、これを専
　　　　決処分することができる。
　　２　会長は、前項の規定により専決処分してときは、これを次の総会において報告し、その承認を得
　　　　なければならない。
（会員の退会）
第12 条  会員は自らの意思により本会を退会することができる。
     ２  本会の目的に反した行動をとる会員及び会費の納入を長期にわたり滞納した会員につい
      ては、幹事会において本会からの退会を決定することができる。
（事務局）
第13条 本会の庶務事務を処理する事務局を設置する。
　  ２　事務局は、事務局長、若干名の事務局委員､及び外部より雇用した職員で構成する。
     ３　事務局長は幹事の中から、事務局委員は幹事会構成員の中から会長が指名し、任期は1年と
　　　　する。但し、再任は妨げない。　
     ４　 職員の職務、任免、給与、その他職員に関する必要な事項は、総会に諮り、会長が別に定める。 
（会計年度）
第14条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。
（経　費）
第15 条 本会の事業活動に伴う経費は、会員の会費、寄付金、補助金その他の収入をもって充てる。
      ２ 会費の額は、総会の承認を得て別に定める。
（雑則）
第14条 この規約に定めるもののほか、本会の運営に必要な事項は、会長が別に定める。
附　則
    １　この規約は、平成１２年９月１８日から施行する。
附　則
　　１　この規約は、平成１４年６月４日から施行する。
附　則
    １　この規約は、平成１６年６月１日から施行する。
附　則 

    １  この規約は、平成１８年5 月19 日から施行する｡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　役員の選任








平成18年度高知エコデザイン協議会役員名簿（案）





2006.05.19








職　　名
所　　　　　　　　　　　　　　属
氏　　　名
備 考


名誉会長 
高知県知事
橋本大二郎
　


名誉顧問 
東京大学教授
山本　良一
　


〃
高知工科大学学長
岡村　　甫
　


〃
高知大学学長
相良　祐輔
　


〃
高知工業高等専門学校長
藤田　正憲
　


顧　　問
元高知大学学長
山本　晋平
　


〃
株）技研製作所代表取締役社長
北村　精男



〃
司牡丹酒造（株）代表取締役社長     
竹村　昭彦



〃
株）相愛会長
永野　正展 



〃
株）フタガミ代表取締役
二神　昌彦



　会　　長 
高知工科大学連携研究センター長
武藤　信義


　
　副会長　
大旺機械（株）会長
鈴木　康夫
　

　
〃
株）ハイパープラザ取締役 
高村　禎二
　


〃
株）テラオ代表取締役 
寺尾　禮二
　


幹　　事
荒川電工（株）代表取締役
荒川　浩一



〃
高知大学国際･地域連携センター助教授
石塚　悟史
　


〃
高知大学国際･地域連携センター長 兼 高知大学副学長
受田　浩之



〃
株）高知広告センター営業局マーケティング部部長
川村　　修



〃
財）高知県産業振興センター理事長
北添　英矩
　


〃
高知県文化環境部循環型社会推進課長
西尾　健一
後任　


〃
高知工科大学名誉教授
鈴木　朝夫
　


〃
株）角コーポレーション代表取締役
角　 裕和
　


〃
高知銀行営業統括部公務法人グループ長
沖　　定久
新任　


〃
株）エナジオ代表取締役
土居　雅夫



〃
株）技研製作所総務部総務課課長代理
戸田　健二



〃
高知県工業技術センター所長
西内　　豊
留任


〃
一宮消費者グループ
西川　富恵



〃
ウィンドミル
西村　澄子
　


〃
宇治電化学工業（株）代表取締役社長  
西山　彰一  
前会長


〃
ニッポン高度紙工業（株）取締役ＩＳＯ管理室長
橋田　義輝  
　


〃
高知県森林局次長　
東　好男
後任　


〃
高知県商工労働部副部長
溝渕　良一
留任


〃
有）創友代表取締役
宮崎　洋一



〃
株）山中運送代表取締役
山中　誌朗
　


〃
株）轟組代表取締役社長
吉村　文次 
　


　　　　〃
四国銀行営業統括部 公務室長
城下　照男
新任


〃
高知工科大学 教授
門馬 義雄
元幹事


監　　事
元セイレイ工業㈱工場次長（前高知エコ協幹事）
浜田 昌宏
新任　


〃
宮川税理士事務所 所長
宮川 裕二
新任　








平成17年度高知エコデザイン協議会役員名簿





2005.08.02








職　　名
所　　　　　　　　　　　　　　属
氏　　　名
備 考


名誉会長 
高知県知事
橋本大二郎
　


名誉顧問 
東京大学教授
山本　良一
　


〃
高知工科大学学長
岡村　　甫
　


〃
高知大学学長
相良　祐輔
　


〃
高知工業高等専門学校長
藤田　正憲
　


顧　　問
元高知大学学長
山本　晋平
　


〃
株）技研製作所代表取締役社長
北村　精男
前幹事


〃
司牡丹酒造（株）代表取締役社長     
竹村　昭彦
〃


〃
株）相愛会長
永野　正展 
〃


〃
株）フタガミ代表取締役
二神　昌彦
〃


　会　　長 
高知工科大学連携研究センター長
　武藤　信義
〃

　
　副会長　
大旺機械（株）社長
鈴木　康夫
　

　
〃
株）ハイパープラザ会長 
高村　禎二
　


〃
株）テラオ代表取締役 
寺尾　禮二
　


幹　　事
荒川電工（株）代表取締役
荒川　浩一
新任


〃
高知大学地域共同研究センター助教授
石塚　悟史
　


〃
高知大学地域共同研究センター長
受田　浩之
後任


〃
株）高知広告センター営業局マーケティング部部長
川村　　修
新任


〃
財）高知県産業振興センター理事長
北添　英矩
　


〃
高知県文化環境部副部長
坂本　　實
　


〃
財）高知県産業振興センター
鈴木　朝夫
　


〃
株）角コーポレーション代表取締役
角　 裕和
　


〃
セイレイ工業（株）生産技術部担当次長
武田　秋人
　


〃
株）エナジオ代表取締役
土居　雅夫
新任


〃
株）技研製作所総務部総務課課長代理
戸田　健二
〃


〃
高知県工業技術センター所長
西内　　豊
後任


〃
一宮消費者グループ
西川　富恵
新任


〃
ウィンドミル
西村　澄子
　


〃
宇治電化学工業（株）代表取締役社長  
西山　彰一  
前会長


〃
ニッポン高度紙工業（株）取締役ＩＳＯ管理室長
橋田　義輝  
　


〃
高知県森林局次長
平野均一郎
　


〃
高知県商工労働部副部長
溝渕　良一
後任


〃
有）創友代表取締役
宮崎　洋一
新任


〃
株）山中運送代表取締役
山中　誌朗
　


〃
株）轟組代表取締役社長
吉村　文次 
　


〃
有）夕日の会代表取締役
渡辺　　直
新任


監　　事
高知銀行営業統括部公務法人グループ長
沖　　定久
　


〃
四国銀行営業統括部 公務室長
城下　照男
　

   その他

第１号議案





第3号議案





第4号議案





第5号議案





第6号議案





第7号議案
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